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成功したのである。肉腫 8，癌腫5，Gliom 1，であ 
る。その組織学的所見を述べる事はさけ(既報)附
随して起る種々興味ある結果に就いて述べる。
1) 家兎胎児組織(全組織，脳組織のみ〉を脳内
に移植し奇形腫様新生物を作り得7こが，これによつ
て真性の腫蕩発生にまでは到らなかった。然し一部
正常脳組織へ浸潤性の発育を示している所見，叉 
Kraniopharyngiomと同じ様な構造を呈する部分
がある事を観察し，将来の実験継続に希望を抱かせ
る。
注) Azo-色素の脳への使用は所期の結果は得ら 
れなかった。叉周囲組織の反応も mesodermaeの
要素の方が強く，少くともこの方法では Gliomの
発生は困難の様に思われる。
3) 家兎で M.C.油で Hypophysenadenomの
初期と思われる様な所見を観察した。腫療の出来易
い動物で実験を重ねれば或は成功するかも知れない
と思われる。 
4) 9，10-dimethyl-1，2-benzanthraceneで高
率な Hirutumorの生成K始めて成功した。他には
その報告はない。但しこの物質は極めて毒性が強
く，マウスでは動物の損耗が甚だしい。 
5) 2. A. A. F.の経口投与と脳内コレステリン
針挿入によって Hirntumorの撰沢的発生に始めて
成功した。かかる報告も他にない。乙の事は癌発生
の本態解明の一つの鍵ともなり，叉腫蕩発生の二段
階説が脳腫蕩発生の場合にも当てはまることを示す
ものである。 
6) Diiodofluorescein，Trypanblau等の酸性
染料は腹腔内に注射しても実験脳腫療に肉眼的にも
弁別出来る程度に撰沢的に摂取される。 
7) 実験的脳腫療では混合腫蕩が屡々発生する
が，乙れは腫蕩の発生はある拡がりをもった細胞群
の腫蕩化から始まる為であることを示すものである
と考えられる。 
8) 発生した脳腫蕩と癌原性物質，周囲脳紐織と
の聞は一定の位置的関係を示す。この事は癌原性物
質を挿入した際，その側方，上方に見られる肉芽組 
織，或は異型肉芽組織の中氏腫蕩発生の母体があ
り，これに対し下方の，圧迫による Glioseは腫蕩
発生には拾抗的K働く為ではないかと考えられる。
脳腫蕩の電顧像
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人脳腫蕩lζ関する電顕的研究に就いては，従来
Luse，角田，その他2，3の研究者による報告があ
るが，未だ充分な検索はなされていない。私は当教
室に於ける脳腫蕩手術例を材料として，光顕的に組
織診断された glioblastoma，medulloblastoma， 
neurinoma，meningothelial meningioma，:fibro-
blastic meningioma等に就いて電顕検索を行な
い，幾つかの知見を得るに至ったので，次の如き種
々の観点、より報告する。
1.各種脳腫蕩の腫療細胞像 
(1) glioblastoma 
(2) medulloblastoma 
(3) neurinoma 
( 4)meningothelial meningioma， 
(5)五broblasticmeningioma 

JI.脳腫湯組織に見られた特異所見

(1)脳腫蕩細胞に見られた核の異常像 
(2) medulloblastoma K見られた rosette 
(3)腫蕩組織内に見られた小血管像 
(4)腫蕩細胞の細胞質内及び細胞外の線維 
(5)腫蕩浸潤と腫蕩周辺組織 
(6)腫湯周辺脳組織内K見られた反応性星穆細
胞像 
(7)脳腫湯細胞の細胞膜に於ける interdigita-
tion 
(8)脳腫蕩に於ける糸粒体及び、小胞体
